
年度　授業計画（シラバス）

45 (1) 時間(単位)

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

＜Ⅰー①＞
5月下旬
＜Ⅰー②＞
A組：8月16日～8月20日、B組：8月23日～8月27日
合計45時間

実習の目的

＜Ⅰー①＞
病院の機能と役割について述べることができる。
対象を取り巻く療養環境の実際を知る。
＜Ⅰー②＞
対象の療養環境と行われている日常生活援助について述べることができる。
対象を理解し、コミュニケーションを図ることができる。
対象のバイタルサイン測定ができる。

実習の内容

＜Ⅰー①＞
1)病院の概要、各部門の機能、設備について知る。
2)人的環境について知る。
＜Ⅰー②＞
1)療養環境、対象の1日の過ごし方を知る。
2)対象に行われている日常生活援助を見学する。
3)コミュニケーション技法を活用してコミュニケーションを図り対象の思いを知る。
4)対象のバイタルサイン測定を実施する。

夜久泰子
実務経験と

その関連資格
大阪市立病院勤務（約20年）　　看護学修士

科  目  名

看護学科

基礎看護学実習Ⅰー①、Ⅰー②

科　目　区　分

対 象 学 年

必修/選択の別

各実習施設１学年 教室名

臨床現場でしか学べない多くの知識・技術・態度を身につける機会です。実習をより実りあるものにする為に学内での授業・
実習をしっかり受講し、事前準備を万全にして臨んでください。

担 当 教 員

実習プログラム

実習期間
時間数

2021

専門分野 授業の方法 実習
授業時数(単位数)必修

事前学習、課題学習を行う。

実習指導者による行動目標の達成度評価表、実習生の出席状況、実習報告会の評価などによる総合評価とする。

＜Ⅰー①＞
対象の、治療の場及び療養生活の場である病院の特徴について学ぶ。
＜Ⅰー②＞
対象の生活や環境を理解し、療養生活をおくる対象とのコミュニケーションの在り方を知る。

学期及び曜時限

学        科


